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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外容器（１）と内芯筒（２）との間に形成された円筒状収納空間部（30）に、少なくと
も１箇所に継目部（Ｔｄ）を有する金属線材（Ｔ）がコイル状に収納された金属線材収納
構造体に於て、
　防湿性樹脂シートを上方開口状として２つ折りにした継目保護片（５）内に上記継目部
（Ｔｄ）と乾燥剤（６）とが収容された保持ユニット（７）が、上記内芯筒（２）の外周
面（21）又は上記外容器（１）の内周面（11）に、上記コイル状に収納された上記金属線
材（Ｔ）にて押圧保持されていることを特徴とする金属線材収納構造体。
【請求項２】
　外容器（１）と内芯筒（２）との間に形成された円筒状収納空間部（30）に、少なくと
も１箇所に継目部（Ｔｄ）を有する金属線材（Ｔ）をコイル状に巻設しつつ収納する金属
線材収納方法に於て、
　防湿性樹脂シートを上方開口状として２つ折りにした継目保護片（５）内に上記継目部
（Ｔｄ）と乾燥剤（６）とを収容し、上記２つ折りにした継目保護片（５）の一方の第１
シート部（51）の上縁部（51ａ）を、上記内芯筒（２）の外周面（21）又は上記外容器（
１）の内周面（11）に固着し、上記第１シート部（51）の上縁部（51ａ）と、上記継目保
護片（５）の他方の第２シート部（52）の上縁部（52ａ）とが閉状態となるように、仮止
め手段（８）にて仮止めして、保持ユニット（７）を形成する保持ユニット形成工程と、
　上記金属線材（Ｔ）を上記収納空間部（30）にコイル状に巻設しつつ上記保持ユニット
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（７）を上記金属線材（Ｔ）にて上記外周面（21）又は上記内周面（11）に押圧する保持
ユニット押圧工程と、を備え、
　上記仮止め手段（８）による仮止めは、上記金属線材（Ｔ）の上方への引き出しに伴っ
て仮止めが解除されるように、仮止めすることを特徴とする金属線材収納方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属線材を収納した金属線材収納構造体及び金属線材収納方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハンダ線材や溶接線等の金属線材は、外容器と内芯筒との間に円筒状収納空間部
が形成されている収納容器に、コイル状に巻設されて収納されていた（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公平７－２５２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　収納容器に収納される金属線材は、所定長さに製造された金属線素材の端部同士を直接
的に融着（溶着）や圧接等の結合手段にて１本の長尺体に形成されていたが、上記端部同
士の継目部は、非継目部に比べて、曲げ応力に対して弱く、空気中の湿気によって酸化（
劣化）すると、収納容器から引き出す際の曲げ応力によって折損や切断が発生し、連続的
な引き出しができなくなるといった問題があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、金属線材の継目部の酸化を防止し、金属線材を連続的に引き出すこ
とが可能な金属線材収納構造体及び金属線材収納方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の金属線材収納構造は、外容器と内芯筒との間に形
成された円筒状収納空間部に、少なくとも１箇所に継目部を有する金属線材がコイル状に
収納された金属線材収納構造体に於て、防湿性樹脂シートを上方開口状として２つ折りに
した継目保護片内に上記継目部と乾燥剤とが収容された保持ユニットが、上記内芯筒の外
周面（21）又は上記外容器の内周面に、上記コイル状に収納された上記金属線材にて押圧
保持されているものである。
【０００７】
　また、上記目的を達成するために、本発明の金属線材収納方法は、外容器と内芯筒との
間に形成された円筒状収納空間部に、少なくとも１箇所に継目部を有する金属線材をコイ
ル状に巻設しつつ収納する金属線材収納方法に於て、防湿性樹脂シートを上方開口状とし
て２つ折りにした継目保護片内に上記継目部と乾燥剤とを収容し、上記２つ折りにした継
目保護片の一方の第１シート部の上縁部を、上記内芯筒の外周面又は上記外容器の内周面
に固着し、上記第１シート部の上縁部と、上記継目保護片の他方の第２シート部の上縁部
とが閉状態となるように、仮止め手段にて仮止めして、保持ユニットを形成する保持ユニ
ット形成工程と、上記金属線材を上記収納空間部にコイル状に巻設しつつ上記保持ユニッ
トを上記金属線材にて上記外周面又は上記内周面に押圧する保持ユニット押圧工程と、を
備え、上記仮止め手段による仮止めは、上記金属線材の上方への引き出しに伴って仮止め
が解除されるように、仮止めする方法である。
【発明の効果】
【０００８】
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　本発明によれば、継目部を確実かつ容易に長期間にわたって、酸化を防止できる。金属
線材の収納工程（収納作業）の際に、容易かつ迅速に、酸化防止対策を行うことができる
。継目部に対して集中的に効率良く酸化防止を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】金属線材の収納途中状態を示す要部断面正面図である。
【図２】金属線材の継目部を説明するための要部拡大側面図である。
【図３】金属線材の継目部を示す要部拡大側面図である。
【図４】保持ユニット形成工程を説明するための要部拡大図である。
【図５】保持ユニット形成工程を説明するための要部断面正面図である。
【図６】保持ユニット形成工程を説明するための要部拡大図である。
【図７】保持ユニット形成工程を説明するための要部断面正面図である。
【図８】保持ユニット押圧工程を説明するための要部断面正面図である。
【図９】本発明の実施の一形態を示す要部断面正面図である。
【図１０】金属線材引き出し途中状態を示す要部断面正面図である。
【図１１】金属線材引き出し途中状態を示す要部断面正面図である。
【図１２】他の実施形態の保持ユニット形成工程を説明するための要部断面正面図である
。
【図１３】他の実施形態を示す要部断面正面図である。
【図１４】乾燥エア送り込み工程を示す要部断面正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図示の実施形態に基づき本発明の金属線材収納構造体及び金属線材収納方法を詳
説する。
　本発明に係る金属線材収納構造体は、図１に示すように、有底円筒状の硬質紙製の外容
器１内に、円筒状の硬質紙製の内芯筒２が同心状に配設され、外容器１と内芯筒２との間
に円筒状収納空間部30が形成された上方開口箱型の収納容器３に、１本の金属線材Ｔを、
収納空間部30の底部から上方へ向かって、コイル状に巻設しつつ収納している。
【００１１】
　収納容器３に収納される長尺（１００ｍ以上）の金属線材Ｔは、具体的には、直径が１
．６ｍｍ～３．２ｍｍのハンダ線（亜鉛系合金線、より具体的には、亜鉛とスズを含んだ
合金線）である。
　この金属線材Ｔは、図２に示すように、所定長さ寸法に製造された金属線素材ｔの端部
同士を、直接、突き合わせ融着（溶着）や圧接等の結合手段にて連結し、その後、結合手
段にて発生した凸部ｇを、図３に示すように、研削や磨き等にて削除した（金属線素材ｔ
の直径寸法と同等なるように加工した）継目部Ｔｄを少なくとも１箇所に有している。
【００１２】
　ここで、本発明の金属線材収納構造体の説明を容易にするために、金属線材収納構造体
の作成工程（金属線材収納方法）と合わせて説明する。
　図１に示すように、収納空間部30の下部から金属線材Ｔをコイル状（平面視渦巻き状）
に巻設する。金属線材Ｔをコイル状に収納していく途中に於て、継目部Ｔｄを収納する際
に、図４及び図５に示すように、防湿性樹脂シートを上方開口状（上方開口Ｖ字状）に２
つ折りした継目保護片５内に、継目部Ｔｄ及び乾燥剤６を収容し、２つ折りした継目保護
片５の一方の第１シート部51を、内芯筒２の外周面21に沿わせ、第２シート部52を第１シ
ート部51よりも内芯筒２のラジアル外方側に配設し、第１シート部51の上縁部51ａを固定
用粘着テープ91から成る固着手段９にて外周面21に固着している。
　なお、図５と、図７乃至図14に於て、固着手段９は図示省略している。
【００１３】
　そして、図６及び図７に示すように、２つ折りした継目保護片５の他方の第２シート部
52の上縁部52ａを、仮止め用粘着テープ81から成る仮止め手段８にて、第１シート部51に
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取着して、保持ユニット（乾燥剤保持ユニット）７を形成している（保持ユニット形成工
程）。つまり、第１シート部51の上縁部51ａと、継目保護片５の他方の第２シート部52の
上縁部52ａとが閉状態となるように仮止めする。継目保護片５の両側縁部は開放（開口）
状態であり、筒状に形成している。なお、図例では、継目部Ｔｄが１箇所であり、保持ユ
ニット７は１つであるが、継目部Ｔｄが複数箇所ある場合は、夫々に対応するように（数
に合わせて）保持ユニット７を形成する。
【００１４】
　その後、図８に示すように、金属線材Ｔで、保持ユニット７の外面72側、言い換えると
、第２シート部52の外面側を、内芯筒２側へ押圧しつつ、金属線材Ｔを収納空間部30に巻
設する（保持ユニット押圧工程）。
　金属線材Ｔにて、第２シート部52の上縁部52ａ乃至中間部（乾燥剤６よりも上方位置）
と、第１シート部51が密着状に押圧された状態で、仮止め用粘着テープ81を剥離する（仮
止め手段８を解除する）。金属線材Ｔによる（内芯筒２の軸心を基準軸心として）ラジア
ル内方の押圧力によって、継目保護片５が上方開口状に展開するのを阻止する。つまり、
仮止め用粘着テープ81を剥離しても継目保護片５の２つ折り状態が金属線材Ｔにて保持可
能となってから仮止め用粘着テープ81を剥離する（仮止め手段解除工程）。
　なお、仮止め手段８を設けたまま（仮止め用粘着テープ81を貼着したまま）とするも良
い。
　或いは、仮止め手段８による第２シート部52の仮止めを行わなくても良い。第２シート
部52の仮止めを行わない場合は、仮止め手段解除工程は不要であり、図示省略するが、第
２シート部52の上縁部52ａが、第１シート部51の上縁部51ａと同位置、又は、第１シート
部51の上縁部51ａよりも上方位置となるように配設しておくのが望ましい。
【００１５】
　そして、図９に示すように、収納空間部30に、金属線材Ｔをコイル状に巻設しつつ収納
し、防湿性樹脂シートを上方開口状として２つ折りにした継目保護片５内に、継目部Ｔｄ
と乾燥剤６とを収容した保持ユニット７が、内芯筒２に固着され、さらに、保持ユニット
７の外面72側を、巻設したコイル状の金属線材Ｔにて押圧し、収納容器３を蓋部材４にて
施蓋した金属線材収納構造体が作成される（金属線材収納作業が終了する）。
【００１６】
　次に、本発明の金属線材収納構造体の実施の一形態の使用方法（作用）について説明す
る。
　図９に示すように、２つ折りした継目保護片５の第２シート部52が第１シート部51へ押
圧され、継目保護片５内の空気を押し出すと共に、継目保護片５の外部から内部（継目部
Ｔｄの周囲）へ空気が浸入するのを抑制する。また、継目保護片５が、防湿性樹脂シート
であるため、湿気の浸入を防止する。さらに、乾燥剤６によって、継目保護片５の内部に
おいて継目部Ｔｄ近傍の湿度を極めて（継目保護片５の外部に比べて）低い状態に保持す
る。
　金属線材Ｔを長期間にわたって保存しても、収納空間部30内の空気の湿気による継目部
Ｔｄの酸化が防止され、曲げ強さ（強度）の低下を阻止する。
【００１７】
　そして、金属線材Ｔを、ハンダ付け機械等の産業機械に送るための線材引出装置にて、
自動（機械）引き出しすると、保持ユニット７の外面72側に配設されている金属線材Ｔが
引き出されるにつれて、第２シート部52への押圧が解除される。仮止め用粘着テープ81を
予め剥離している場合、又は、仮止め手段８を設けていない場合は、押圧が解除されるこ
とで、継目保護片５が上方開口状に開く。図10に示すように、金属線材Ｔの動き（振れ）
や、第２シート部52及び乾燥剤６の自重によって、第２シート部52の上縁部52ａが第１シ
ート部51から離間して展開し、乾燥剤６が継目部Ｔｄから離間し、金属線材Ｔのみが引き
出される。また、酸化（劣化）が防止された継目部Ｔｄが折損や切断することなくスムー
ズに引き出される。
　つまり、金属線材Ｔの引き出しに伴って、第２シート部52への押圧が解除されて、２つ
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折りにした継目保護片５が展開するように構成している。
【００１８】
　ここで、図示省略するが、仮止め用粘着テープ81を剥離していない場合は、金属線材Ｔ
の継目部Ｔｄとその近傍が上方へ引き出される際に、継目部Ｔｄ及びその近傍が、第１シ
ート部51と第２シート部52の上縁部52ａの間で、内芯筒２の軸心廻り（周方向）に移動し
つつ上方へ引き出される引き出し力が、仮止め手段８の取着力に抗して（勝って）、仮止
め手段８の仮止めを解除する（金属線材Ｔが仮止め用粘着テープ81に引き出しを阻止され
ず、金属線材Ｔが第１シート部51から仮止め用粘着テープ81を剥離する）。金属線材Ｔの
動き（振れ）や、第２シート部52及び乾燥剤６の自重によって、第２シート部52の上縁部
52ａが第１シート部51から離間して展開し、乾燥剤６が継目部Ｔｄから離間し、金属線材
Ｔのみが引き出される（図10参照）、酸化（劣化）が防止された継目部Ｔｄが折損や切断
することなくスムーズに引き出される。
　つまり、金属線材Ｔの継目部Ｔｄとその近傍の上方への引き出しに伴って、仮止め手段
８を解除して、第１シート部51と第２シート部52の上縁部52ａが離間して、２つ折りにし
た継目保護片５が展開するように構成している。
【００１９】
　継目保護片５から継目部Ｔｄが引き出された後に、ひき続き金属線材Ｔが引き出される
と、図11に示すように、収納空間部30内の金属線材Ｔが減少するにつれて、継目保護片５
が垂れ下がる（垂れ幕状となる）。また、収納空間部30内に、乾燥剤６が残存する。
【００２０】
　このように、継目保護片５による継目部Ｔｄのサンドイッチ状の包囲及び、乾燥剤６の
保持（位置決め）が、自動的に（金属線材Ｔの引き出しに伴って）解除されるため、作業
者が継目保護片５を展開させる作業や、乾燥剤６の除去作業を削減でき、線材引出装置を
一時停止させることなく、効率良く、連続的に金属線材Ｔを引き出すことが可能となる。
【００２１】
　また、他の実施形態は、図12に示すように、２つ折りした継目保護片５の一方の第１シ
ート部51を、外容器１の内周面11に固着し、第２シート部52を第１シート部51よりも外容
器１のラジアル内方側に配設し、図13に示すように、第２シート部52（保持ユニット７の
外面72）側を、巻設したコイル状の金属線材Ｔにて外容器１側へ押圧し、収納容器３を蓋
部材４にて施蓋した金属線材収納構造体である。つまり、金属線材Ｔと外容器１の内周面
11で保持ユニット７を挟圧して収納状態において上方開口状となる（展開するのを）阻止
している。他の構成及び作用は上述の実施形態と同様である。
【００２２】
　また、保持ユニット７を外容器１や内芯筒２に固着しなくても良い。上方開口Ｖ字状に
２つ折りした継目保護片５内に、継目部Ｔｄ及び乾燥剤６を収容し、Ｖ字状の継目保護片
５の折曲部（底部）から、巻設されて収納されている金属線材Ｔと、外容器１又は内芯筒
２と、の間に差し込んで、収納状態において展開を阻止するように構成しても良い。
【００２３】
　なお、図14に示すように、内芯筒２の下部２ｂに、内芯筒２の内部と収納空間部30を連
通するようにラジアル外方へ開口する複数の通気孔23を設けても良い。
　そして、金属線材Ｔを収納後に、内芯筒２の内部空間に向けて乾燥エア（気体）Ｋを送
り込み、内芯筒２の内部空間の下部から通気孔23を介して収納空間部30の下部へ送流させ
、収納空間部30から上方へ排出するように乾燥エアＫを送流させて、収納空間部30内の金
属線材Ｔを乾燥させる（乾燥エア送り込み工程）。その後、蓋部材４で施蓋しても良い（
図９参照）。収納容器３内（収納空間部30内）の湿気を除去し、蓋部材４を施蓋すること
で、収納容器３内全体の乾燥状態を保持できる。金属線材Ｔ全体の劣化（酸化）を防止で
きる。
　なお、乾燥エア送り込み工程は、収納空間部30に向けて乾燥エアＫを送り込み、収納空
間部30の下部から通気孔23を介して内芯筒２の内部の下部へ送流させ、内芯筒２の内部か
ら上方へ排出するように、乾燥エアＫを送流させても良い。
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【００２４】
　なお、本発明は、設計変更可能であって、固着手段９は、接着剤や粘着剤、金属製針等
でも良い。仮止め手段８は、粘着剤の塗布等によって形成した粘着層（固着手段９よりも
取着力の弱い低粘着層）による仮止めとするも良い。また、図示省略するが、第２シート
部52の上縁部52ａを、第１シート部51の上縁部51ａと同位置になるように仮止めしても良
い。或いは、第２シート部52の上縁部52ａを、第１シート部51の上縁部51ａよりも上方位
置となるように外容器１又は内芯筒２に仮止めして閉状態とするも良い。
　また、防湿性樹脂シートとは、例えば、ＯＰＰフィルムや、ＰＰ（ポリプロピレン）樹
脂フィルムや、ＰＥ（ポリエチレン）樹脂フィルム等、透湿性の低い樹脂シートである。
　なお、図面を見易くするために、金属線材Ｔ、継目保護片５、乾燥剤６、仮止め手段８
を大きくして図示している（図示の各部材同士の比率は、実際の比率と異なる）。
【００２５】
　以上のように、本発明の金属線材収納構造体は、外容器１と内芯筒２との間に形成され
た円筒状収納空間部30に、少なくとも１箇所に継目部Ｔｄを有する金属線材Ｔをコイル状
に巻設しつつ収納した金属線材収納構造体に於て、防湿性樹脂シートを上方開口状として
２つ折りにした継目保護片５内に、継目部Ｔｄと乾燥剤６とを収容した保持ユニット７が
、内芯筒２の外周面21又は外容器１の内周面11に固着され、さらに、保持ユニット７を、
巻設したコイル状の金属線材Ｔにて押圧するように構成したので、継目部Ｔｄを確実かつ
容易に長期間にわたって、酸化を防止できる。金属線材Ｔの収納工程（収納作業）の際に
、容易かつ迅速に、酸化（劣化）防止対策を行うことができる。継目部Ｔｄに対して集中
的に効率良く酸化防止を行うことができる。特に、ハンダ線のような細く折損や切断しや
すい金属線材に好適である。
【００２６】
　また、２つ折りにした継目保護片５の一方の第１シート部51の上縁部51ａを、内芯筒２
の外周面21又は外容器１の内周面11に固着し、金属線材Ｔの引き出しに伴って、継目保護
片５の他方の第２シート部52への押圧が解除されて、２つ折りにした継目保護片５が展開
するように構成したので、作業者が継目保護片５を展開させて乾燥剤６を除去する手間や
時間を削減でき、連続的にかつ安全に金属線材Ｔを引き出すことが可能となる。
【００２７】
　また、２つ折りにした継目保護片５の一方の第１シート部51の上縁部51ａを、内芯筒２
の外周面21又は外容器１の内周面11に固着し、第１シート部51の上縁部51ａと、継目保護
片５の他方の第２シート部52の上縁部52ａとが閉状態となるように、仮止め手段８にて仮
止めし、金属線材Ｔの継目部Ｔｄとその近傍の上方への引き出しに伴って、仮止め手段８
を解除して、第１シート部51の上縁部51ａと第２シート部52の上縁部52ａが離間して、２
つ折りにした継目保護片５が展開するように構成したので、仮止め手段８の解除作業や、
作業者が継目保護片５を展開させて、乾燥剤６を除去する手間や時間を削減でき、連続的
にかつ安全に金属線材Ｔを引き出すことが可能となる。
【符号の説明】
【００２８】
　１　外容器
　２　内芯筒
　５　継目保護片
　６　乾燥剤
　７　保持ユニット
　８　仮止め手段
　11　内周面
　21　外周面
　30　収納空間部
　51　第１シート部
　51ａ　上縁部
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　52　第２シート部
　52ａ　上縁部
　72　外面
　Ｔ　金属線材
　Ｔｄ　継目部
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